
分
電
盤
タ
イ
プ

（
後
付
型
）

コ
ン
セ
ント
タ
イプ

地
震
の
発
生
に
備
え
よ
う

自
ら
の
命
、
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
、
今
か
ら
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

家
具
の
固
定

非
常
用

持
ち
出
し
袋
の
準
備 〒
10
0-
81
22
　
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
１
丁
目
３
番
４
号

電
話
：
03
- 3
21
2-
83
41（
代
表
）　
　
FA
X：
03
- 6
68
9-
29
17

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
tt
p
s:
/
/
w
w
w
.d
a
ta
.j
m
a
.g
o
.j
p
/
sv
d
/
e
q
e
v
/
d
a
ta
/
n
te
q
/
in
d
e
x
.h
tm
l

〒
10
0-
89
14
　東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
1-
6-
1中
央
合
同
庁
舎
8号
館

電
話
：
03
-5
25
3-
21
11
（
大
代
表
）　
   　
FA
X：
03
-3
50
1-
68
20

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
h
tt
p
:/
/
w
w
w
.b
o
u
s
a
i.
g
o
.j
p
/
ji
s
h
in
/
n
a
n
k
a
i/ 発
行
日
　
令
和
元
年
６
月

水
や
食
料
の
備
蓄

避
難
場
所
や

避
難
経
路
の
確
認

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置

建
物
の
耐
震
化

お
問
い
合
わ
せ
先

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
駿
河
湾
か
ら
日
向
灘
沖
に

か
け
て
の
プ
レ
ー
ト
境
界
を
震
源
域
と
し
て
、

過
去
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
き
た
大
規
模
地
震
で
す
。 最
大
震
度
７

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

想
定
震
源
域

次
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

内
閣
府
政
策
統
括
官（
防
災
担
当
）付

参
事
官（
調
査
・
企
画
担
当
）

気
象
庁
地
震
火
山
部
地
震
予
知
情
報
課

南
海
ト
ラ
フ

防
災

想
定
さ
れ
る
津
波
高

最
大
30
m
超

－
そ
の
時
の
備
え
－

知
る
こ
と
で
あ
な
た
と
大
切
な
人
の
命
を
守
る

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
異
常
な
現
象
が
観
測
さ
れ
、そ
の
現
象
が
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規
模
な

地
震
と
関
連
す
る
か
ど
う
か
調
査
を
開
始
し
た
場
合
、
ま
た
は
調
査
を
継
続
し
て
い
る
場
合

観
測
さ
れ
た
異
常
な
現
象
の
調
査
結
果
を
発
表
す
る
場
合

南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時
情
報

観
測
さ
れ
た
異
常
な
現
象
が
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規
模
な
地
震
と
関
連
す
る
か
ど
う
か
調
査

を
開
始
し
た
場
合
、
ま
た
は
調
査
を
継
続
し
て
い
る
場
合

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
想
定
震
源
域
内
の
プ
レ
ー
ト
境
界
に
お
い
て
M
7.
0以
上
、
M
8.
0未
満

の
地
震
が
発
生
し
た
と
評
価
し
た
場
合

想
定
震
源
域
の
プ
レ
ー
ト
境
界
以
外
や
、想
定
震
源
域
の
海
溝
軸
外
側
50
km
程
度
ま
で
の

範
囲
で
Ｍ
7.
0
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
と
評
価
し
た
場
合

ひ
ず
み
計
等
で
有
意
な
変
化
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
、
短
い
期
間
に
プ
レ
ー
ト
境
界
の
固
着
状
態

が
明
ら
か
に
変
化
し
て
い
る
よ
う
な
通
常
と
は
異
な
る
ゆ
っ
く
り
す
べ
り
が
観
測
さ
れ
た
場
合

巨
大
地
震
警
戒
、
巨
大
地
震
注
意
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
現
象
と
評
価
し
た
場
合

観
測
さ
れ
た
異
常
な
現
象
の
調
査
結
果
を
発
表
し
た
後
の
状
況
の
推
移
等
を
発
表
す
る
場
合

「
南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
地
震
に
関
す
る
評
価
検
討
会
」
の
定
例
会
合
に
お
け
る
調
査
結
果
を

発
表
す
る
場
合
（
た
だ
し
臨
時
情
報
を
発
表
す
る
場
合
を
除
く
）

調
査
中

調
査
終
了

巨
大
地
震
警
戒

巨
大
地
震
注
意

（
発
表
条
件
）

南
海
ト
ラ
フ
地
震

関
連
解
説
情
報

キーワード

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
の
想
定
震
源
域
内
の
プ
レ
ー
ト
境
界
に
お
い
て
M
8.
0以
上
の
地
震
が
発
生

し
た
と
評
価
し
た
場
合

南
海ト
ラフ
地
震

耳
の
不
自
由
な

方
向
け

(
)



太
平
洋

西
側

東
側

地
震
発
生

頭
を
保
護
し
て

机
の
下
な
ど

頑
丈
な
場
所
に

隠
れ
る

揺
れ
を
感
じ
た
ら
ま
ず
身
を
守
る
行
動
を

２時間程度〜１週間※ ２週間〜

南
海
ト
ラ
フ
の
想
定
震
源
域
ま
た
は
そ
の
周
辺
で

M
6.
8以
上
の

地
震
が
発
生

南
海
ト
ラ
フ
の
想
定
震
源
域
の
プ
レ
ー
ト
境
界
面
で

通
常
と
は
異
な
る

ゆ
っ
く
り
す
べ
り
が
発
生
し
た
可
能
性

・
警
戒
措
置
を
解
除
し
、さ
ら
に１
週
間
、

　
地
震
へ
の
注
意
措
置
を
と
る
。

日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の

備
え
を
再
確
認
す
る
等

津
波
か
ら
の
避
難
が
間
に

合
わ
な
い
一
部
の
地
域

で
は
引
き
続
き
１
週
間

　
　
　
　避

難
を
継
続

頑
丈
な
場
所
に

隠
れ
る

家
庭
で

ブ
ロッ
ク
塀
や
電
柱
、

自
動
販
売
機
な
ど
、

倒
れ
る
危
険
の
あ
る

場
所
か
ら
離
れ
る

倒
れ
る
危
険
の
あ
る

場
所
か
ら
離
れ
る

屋
外
で

津
波
の
発
生・
襲
来

に
備
え
て
、安
全
な

場
所
に
避
難
す
る

津
波
の
発
生・
襲
来

に
備
え
て
、安
全
な

場
所
に
避
難
す
る

沿岸
部で

時
間
差
で
発
生
す
る
巨
大
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う

～
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
～

18
54
年

18
54
年

19
44
年

19
46
年

M
8.
6

M
8.
2

M
8.
7

M
8.
4

〔
過
去
事
例
〕

約
32
時
間
後

安
政
南
海
地
震

昭
和
南
海
地
震

安
政
東
海
地
震

昭
和
東
南
海
地
震

南
海ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
想
定
震
源
域

約２
年
後

日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の

備
え
を
再
確
認
す
る
等

日
頃
か
ら
の
地
震
へ
の

備
え
を
再
確
認
す
る
等

地
震
の
発
生
に
注
意
し
な
が
ら
通
常
の
生
活
を
送
る
。

た
だ
し
、
大
規
模
地
震
が
起
き
る
可
能
性
が

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
留
意

突然の揺れ

た
だ
し
、
大
規
模
地
震
が
起
き
る
可
能
性
が

な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い

国
か
ら
の

呼
び
か
け
等
に

従
っ
て
行
動
を

※ ゆっくりすべりが観測された場合は、それが収まったと評価されるまで

発生後

南
海ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報（
調
査
中
）

地
震
は
一
度
で
は
終
わ
ら
な
い
か
も

～
時
間
差
で
起
き
る
場
合
も
～

合
わ
な
い
一
部
の
地
域

で
は
引
き
続
き
１
週
間

避
難
を
継
続

備
え
を
再
確
認

備
え
を
再
確
認

備
え
を
再
確
認

※
M
は
モ
ー
メ
ン
ト
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

※
西
側
で
先
に
大
規
模
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

※
１
　想
定
震
源
域
の
プ
レ
ー
ト
境
界
で
M
8.
0以
上
の
地
震
が
発
生

※
２
　想
定
震
源
域
、
ま
た
は
そ
の
周
辺
で
M
7.
0以
上
の
地
震
が
発
生
（
た
だ
し
、
プ
レ
ー
ト
境
界
の
M
8.
0以
上
の
地
震
を
除
く
）

※
３
　住
民
が
揺
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
、
プ
レ
ー
ト
境
界
面
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ず
れ
に
よ
る
地
殻
変
動
を
観
測
し
た
場
合
な
ど

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
可
能
性
が
通
常
と
比
べ
て
相
対
的
に
高
ま
っ
た
と
評
価
さ
れ
た
場
合
に

　気
象
庁
か
ら
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

・
政
府
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
の
呼
び
か
け
等
に
応
じ
た
防
災
対
応
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

通
常
の
生
活
。た
だ
し
、

大
規
模
地
震
が
起
き
る

可
能
性
が
な
く
な
っ
た

わ
け
で
は
な
い
こ
と
に

留
意

可
能
性
が
な
く
な
っ
た

大
規
模
地
震
が
起
き
る

た
だ
し
、

わ
け
で
は
な
い

南
海ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

（
巨
大
地
震
警
戒
）

南
海ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

（
巨
大
地
震
注
意
）

南
海ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報

（
調
査
終
了
）

１週間〜２週間

地
震
の
発
生
に
注
意
し
な

が
ら
通
常
の
生
活
を
送
る
。

た
だ
し
、
大
規
模
地
震
が

起
き
る
可
能
性
が
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と

に
留
意

た
だ
し
、
大
規
模
地
震
が

起
き
る
可
能
性
が
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
な
い

南
海ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報（
調
査
中
）

防
災
対
応
を
と
る
必
要
あ
り

必
要
な
し

プ
レ
ー
ト
境
界
の

M
8.
0以
上
の
地
震
（
※
１
）

M
7.
0以
上
の

地
震
（
※
２
）

ゆ
っ
くり
す
べ
り

（
※
３
）

そ
れ
以
外

指
定
基
準
の
概
要

防
災
体
制
の
確
保
、

過
去
の
被
災
履
歴
へ
の
配
慮

津
波
高
３
ｍ
以
上
で

海
岸
堤
防
が
低
い
地
域

震
度
６
弱
以
上
の
地
域

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
た
ら
・
・
・

地
震
発
生
後
の
防
災
対
応
の
流
れ

発
生
か
ら
5分
～
30
分
後

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
に
伴
い
、
関
東
か
ら
四
国
・
九
州
に
か
け
て
極
め
て
広
い
範
囲
で
著
し
い

災
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
特
に
沿
岸
部
で
は
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
被
害
が
見
込
ま
れ
る
地
域
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で

大
き
な
被
害
が

見
込
ま
れ
る
地
域

南
海
ト
ラ
フ
地
震

防
災
対
策
推
進
地
域


